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未
来
の
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
に

　現
在
ク
ラ
ブ
員
は
、
市
内
の
小
学
１

〜
６
年
生
22
人
。
主
な
活
動
は
、
火
災

予
防
運
動
期
間
中
の
街
頭
啓
発
や
防
火

講
習
会
、
出
初
式
等
の
消
防
関
係
行
事

へ
の
参
加
な
ど
で
す
。
９
月
の
市
総
合

防
災
訓
練
で
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
消
火
訓
練
や
煙
中
避
難
訓
練
を
体

験
。
ま
た
、
８
月
に
は
神
戸
市
に
あ
る

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
、
地

震
を
中
心
に
防
災
に
つ
い
て
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
学
校
や
家
庭
な
ど
で
、

防
火
・
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　同
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
小
学
生
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９
へ

一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
体
験
装
置
等
を
整
備

　市
消
防
本
部
は
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
一
つ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
活
用
し
、
消
火
体
験
装
置
１
台
、
ス

モ
ー
ク
マ
シ
ン
１
台
、
立
看
板
１
枚
、

保
安
帽
10
個
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
後

の
地
域
防
災
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

自
分
で
守
ろ
う
、
み
ん
な
で
守
ろ
う

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

　表
題
は
今
月
上
梓
さ
れ
た
新
書
の
タ

イ
ト
ル
。
そ
の
副
題
に
は
「
移
住
立
国

あ
や
べ
で
見
つ
け
た
ワ
ク
ワ
ク
の
ヒ
ン

ト
41
」と
あ
る
。
本
書
の
中
で
著
者
は
、

Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で
綾
部
に

移
住
し
て
き
た
人
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
様
や
価
値
観
（
こ
だ

わ
り
）
に
迫
っ
て
い
る
。
出
身
地
も
生

業
も
綾
部
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
異

な
る
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
一
人
一

人
が
確
た
る
軸
足
を
持
っ
て
こ
の
地
に

移
り
住
み
、
そ
の
人
な
り
の
〝
綾
部
ラ

イ
フ
〞
を
満
喫
し
て
い
る
こ
と
だ
。
幾

分
割
り
引
い
た
と
し
て
も
皆
そ
の
表
情

は
明
る
く
、
自
信
を
も
っ
て
発
す
る
言

葉
に
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
が
あ
る
。

そ
の
奔
放
な
生
き
方
は
こ
の
時
代
に

あ
っ
て
は
羨
ま
し
く
さ
え
も
映
ろ
う
。

　私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
銀
行
を
辞

め
今
の
職
を
決
意
し
た
の
は
、
故
郷
を

想
う
気
持
ち
に
加
え
、
金
融
を
通
し
て

の
社
会
と
の
関
わ
り
に
限
界
を
感
じ
た

こ
と
も
一
因
だ
。
関
西
国
際
空
港
の
建

設
な
ど
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
際
も
、
直
接
事
業
に
触
れ
る
と

い
う
よ
り
融
資
を
通
し
て
間
接
的
に
し

か
貢
献
で
き
な
い
歯
痒
さ
が
あ
っ
た
。

そ
の
点
、
行
政
は
文
字
通
り
〝
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
〞
市
民
の
生
活
（
＝

人
生
）
に
直
接
関
わ
る
仕
事
で
あ
り
、

特
に
災
害
時
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で

は
苦
難
と
同
時
に
期
待
の
大
き
さ
か
ら

や
り
が
い
を
感
じ
た
も
の
だ
。

　一
方
で
十
数
年
の
市
長
職
を
経
て
、

〝
行
政
の
限
界
〞
も
感
じ
て
い
る
。
個

々
の
生
き
様
や
価
値
観
へ
の
関
わ
り
は

極
め
て
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

と
い
う
よ
り
寧
ろ
介
入
し
て
は
い
け
な

い
分
野
と
心
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
移

住
を
希
望
す
る
人
や
迷
っ
て
い
る
人
へ

の
情
報
提
供
や
環
境
整
備
な
ど
雰
囲
気

づ
く
り
に
行
政
が
関
わ
る
こ
と
は
諒
と

さ
れ
よ
う
。
我
が
国
の
都
市
部
に
は
田

舎
暮
ら
し
を
志
向
す
る
〝
移
住
予
備

軍
〞
が
十
万
人
単
位
で
存
在
す
る
と
言

わ
れ
る
。
複
雑
化
す
る
社
会
に
お
い
て

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
重
要
性
を

承
知
す
る
。〝
水
を
飲
む
か
否
か
〞
の

最
終
選
択
は
本
人
に
帰
属
す
る
も
の

の
、
本
書
が
思
案
中
の
人
た
ち
の
背
中

を
押
し
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
刺
激

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
と
期
待
す

る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

152

新
し
い
田
舎
生
活
の
す
す
めな

り

う
つ

う
ら
や

同
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識
を

身
に
付
け
、
将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
組
織

で
す
。
市
消
防
本
部
は
、
新
規
ク
ラ
ブ
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

地域住民と協力して消火訓練を行うクラブ員

スモークマシンは防災訓練な
どで活用

わ
い

じ
ょ
う
し

は  
が
ゆ

む
し

り
ょ
う

ク
マ
の
目
撃
情
報
は
秋
が
ピ
ー
ク

　秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
冬
眠
前
の

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
時
期
で
、
人

に
危
害
を
加
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た

め
に
▽
野
山
に
ご
み
を
捨
て
な
い
▽
庭

の
木
に
な
る
カ
キ
や
ク
リ
な
ど
の
果
実

は
早
め
に
収
穫
す
る
▽
家
の
周
り
に
生

ご
み
や
廃
棄
し
た
果
実
・
野
菜
な
ど
を

放
置
し
な
い―

な
ど
の
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
林
政
課
へ
連
絡
を

　ク
マ
を
目
撃
・
遭
遇
し
た
と
き
は
、

自
分
の
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
、
す
ぐ

に
▽
目
撃
場
所
▽
目
撃
頭
数
▽
個
体
の

大
き
さ―

な
ど
を
林
政
課
☎（
42
）４
３

６
２
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

人
的
被
害
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番
通
報
を
。

　市
内
の
目
撃
情
報
は
、
市
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
「
あ
や
べ
ー
る
」
で
配
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
府
内
の
ク
マ
の
目

撃
情
報
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

近
年
、
人
が
収
穫
し
な
く
な
っ
た
カ
キ
や
ク
リ
な
ど
の
果
樹
を
狙
っ

て
、
ク
マ
が
集
落
内
や
住
宅
の
庭
先
ま
で
出
没
す
る
な
ど
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
は
ク
マ
の
活
発
な
活
動
期
。
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
事
前
の
対
策
が
大
切
で
す
。

60

50

40

30

20

10

0

あやべーる

府ホームページ

市内の目撃件数（各年度８月末時点）

クマに遭遇してしまったら…
　　　　  　　　 まずは落ち着きましょう

集落内の出没対策

□距離が離れている場合（クマがこちらに気付いていない）
　→気付かれないように、クマを見ながら静かに避難する
□比較的距離が近い場合（50メートル程度）
　→大きく腕を振りこちらの存在をクマに知らせ、クマから目を離
　　さずにゆっくりと静かに後退する
□距離が近い場合（20メートル程度）
　→走ったり大声を出したりせず、クマから目を離さずにゆっくり
　　と静かに後退する
□クマが突進してきたら（威嚇突進）
　→威嚇突進の場合は、クマは途中で止まり後退することが多いの
　　で、落ち着いて、クマとの間に障害物が来るようにゆっくりと
　　後退する
□クマが突進してきたら（本当の攻撃）
　→クマ撃退スプレーを目や鼻をめがけて噴射する。クマ撃退スプ
　　レーが無い場合は、両腕で頭部を覆い、うつ伏せなどの防御姿
　　勢をとる

平成
29年度

36

平成
30年度

48

令和
元年度

50

令和
３年度

49

令和
２年度

40

令和
４年度

31

　基本的にクマは人を避ける動物です。しかし、突発的に人に出会
うと防御のために攻撃する場合があり危険です。クマに出会ったと
きは次の行動をとりましょう。

　クマが木に登らないように幹にト
タンを巻きましょう

作業やハイキング等で山に入る際の対策
　山に入るときや山の周辺で作業や
散歩するときなどは、鈴やラジオの
音で人の存在を示し、爆竹やクマ撃
退スプレーを携帯しましょう

6
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二王門迷路の壁面にカラフルな花びら

　市は９月17日、広瀬町の山家城址公
園とその周辺（山家陣屋跡）で山家陣
屋跡ウォーキングを開催しました。市
内外から参加した31人が、陣屋跡の解
説を聞きながら散策。今年度除草し、
約150年前の姿を現した高石垣を前に
して、西坂町の大槻章子さんは「整備
された石垣を見て感動した。孫を連れ
てまた来たい」と笑顔で話しました。

山家陣屋跡を散策

　二王公園などを運営する緑土（永
井晃社長）と京都工芸繊維大学の
学生が９月９日から11日まで、睦
寄町の二王門迷路にペイントを行
いました。この事業は、市と包括
協定を締結する同大学の地域創生
テックプログラムコースに在籍す
る１～４年生の18人が企画。最終
日の11日は綾部高等学校の生徒９人も参加しました。
学生と生徒らは、汗をぬぐいながら一心に作業に励み、
４面ある外側の壁面のうち、西側にカラフルな花びら
を描きました。残りの壁面は、毎年１面ずつペイント
が施され、３年後の2025年に完成予定です。

小
学
校
低
学
年
の
部

優
秀
賞
＝
松
岡
蓮
（
綾
部
小
３
年
）
▽

河
内
哲
郎
（
同
１
年
）
入
賞
＝
井
地
朔

杜
（
豊
里
小
３
年
）
▽
神
内
健
吾
（
吉

美
小
３
年
）
▽
松
村
夏
希
（
同
）
▽
岩

崎
虹
架
（
西
八
田
小
３
年
）
▽
大
槻
絢

未
（
同
）

小
学
校
高
学
年
の
部

優
秀
賞
＝
福
山
巧
太
郎（
綾
部
小
４
年
）

▽
藪
見
珂
音
（
豊
里
小
４
年
）
入
賞
＝

永
田
紬
（
綾
部
小
４
年
）
▽
深
田
三
耀

（
中
筋
小
４
年
）
▽
宇
野
蘭
紗
（
豊
里

小
５
年
）
▽
四
方
夕
菜
（
吉
美
小
４

年
）
▽
渡
邊
萌
音
（
東
八
田
小
５
年
）

中
学
生
の
部

優
秀
賞
＝
長
岡
真
生
（
豊
里
中
３
年
）

▽
小
林
里
緒
（
八
田
中
３
年
）
入
賞
＝

野
口
菜
月
（
綾
部
中
２
年
）
▽
藤
田
真

緒
（
同
）
▽
野
村
汐
里
（
豊
里
中
３
年
）

▽
村
上
蒼
馬
（
同
）
▽
山
本
愛
（
八
田

中
３
年
）

　10
月
22
日（
土
）の
「
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」で
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
、

10
月
23
日（
日
）か
ら
31
日（
月
）ま
で
、

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
１
階
（
西
町
一
丁
目
）
で

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

な  

づ
き か  

の
ん

ら
ん  

さ

ゆ   

な

さ
く

か
わ
う
ち

さ
ん
よ
う

つ
む
ぎ

じ
ん
な
い

と

あ

ま

　い

男女共同参画社会づくり
図画・ポスターコンクール
　市は、小・中学生に男女共同参画への理解を深めてもらおうと、図画・ポスター
コンクールを開催しました。応募数は小学校315点（低学年167点、高学年148点）、
中学校79点の計394点。入賞者は下記の皆さんです（敬称略、順不同）。

わ
た
し
ら
し
く
を
大
切
に
　あ
な
た
ら
し
く
を
大
切
に

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
烈
（
何
北
中
３
年
）

れ
つ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

中学生の部
　 荒井　梨利花（八田中３年）

小学校低学年の部
　  貞岡　歩果（中筋小２年）

あゆ  か

小学校高学年の部
　  大槻　茉穂（中筋小４年）

最優秀賞

　あやべ産業まつり実行委員会（実行委員
長、山崎善也・綾部市長）は10月２日、
あやべ特産館前広場（青野町）とあやべ・
日東精工アリーナ（市民センター、西町三
丁目）の２会場で第32回あやべ産業まつ
りを開催しました。会場は▽地元農産物や
特産品の販売▽商工業者や飲食店による製
品展示、飲食の提供、消費生活に関するさ
まざまな展示▽リサイクル・リユースマー
ケット▽綾部工業団地立地企業による地元
産業の体験、ＰＲゲーム―など盛りだくさ
ん。お買い物券が当たるスタンプラリーも
実施され、多くの家族連れらでにぎわいま
した。

３年ぶりの産業まつり ２会場にぎわう

み
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（
吉
美
小
４

年
）
▽
渡
邊
萌
音
（
東
八
田
小
５
年
）

中
学
生
の
部

優
秀
賞
＝
長
岡
真
生
（
豊
里
中
３
年
）

▽
小
林
里
緒
（
八
田
中
３
年
）
入
賞
＝

野
口
菜
月
（
綾
部
中
２
年
）
▽
藤
田
真

緒
（
同
）
▽
野
村
汐
里
（
豊
里
中
３
年
）

▽
村
上
蒼
馬
（
同
）
▽
山
本
愛
（
八
田

中
３
年
）

　10
月
22
日（
土
）の
「
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」で
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
、

10
月
23
日（
日
）か
ら
31
日（
月
）ま
で
、

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
１
階
（
西
町
一
丁
目
）
で

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

な  

づ
き か  

の
ん

ら
ん  

さ

ゆ   

な

さ
く

か
わ
う
ち

さ
ん
よ
う

つ
む
ぎ

じ
ん
な
い

と

あ

ま

　い

男女共同参画社会づくり
図画・ポスターコンクール
　市は、小・中学生に男女共同参画への理解を深めてもらおうと、図画・ポスター
コンクールを開催しました。応募数は小学校315点（低学年167点、高学年148点）、
中学校79点の計394点。入賞者は下記の皆さんです（敬称略、順不同）。

わ
た
し
ら
し
く
を
大
切
に
　あ
な
た
ら
し
く
を
大
切
に

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
烈
（
何
北
中
３
年
）

れ
つ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

中学生の部
　 荒井　梨利花（八田中３年）

小学校低学年の部
　  貞岡　歩果（中筋小２年）

あゆ  か

小学校高学年の部
　  大槻　茉穂（中筋小４年）

最優秀賞

　あやべ産業まつり実行委員会（実行委員
長、山崎善也・綾部市長）は10月２日、
あやべ特産館前広場（青野町）とあやべ・
日東精工アリーナ（市民センター、西町三
丁目）の２会場で第32回あやべ産業まつ
りを開催しました。会場は▽地元農産物や
特産品の販売▽商工業者や飲食店による製
品展示、飲食の提供、消費生活に関するさ
まざまな展示▽リサイクル・リユースマー
ケット▽綾部工業団地立地企業による地元
産業の体験、ＰＲゲーム―など盛りだくさ
ん。お買い物券が当たるスタンプラリーも
実施され、多くの家族連れらでにぎわいま
した。

３年ぶりの産業まつり ２会場にぎわう

み



　山家陣屋跡は、山家藩
１万６千石の中心地でし
た。初代藩主となる谷衛
友は、豊臣秀吉から山家
などの領地を与えられ、谷
家は江戸時代を通して山
家を治めました。

　市は国史跡指定を目指し、平成30年度から山家城
址周辺史跡調査等を行っています。今年度、調査の
一環として山家陣屋跡高石垣の測量を開始するため
除草作業を実施。約150年前の姿を現した高石垣のお
披露目会と周辺史跡を巡るウォーキングを行いまし
た＝９面参照。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

地
元
の
声
が
移
住
を
後
押
し

大
阪
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
都
会

の
騒
が
し
さ
か
ら
離
れ
田
舎
暮
ら
し
を

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の

１
月
に
移
住
し
ま
し
た
。
綾
部
市
を
移

住
先
に
決
め
た
の
は
「
移
住
立
国
あ
や

べ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
移
住

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
い
る

と
感
じ
た
か
ら
。
地
元
の
歓
迎
の
声
も

後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

田
舎
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
を
堪
能

暮
ら
し
て
み
る
と
想
像
以
上
に
草
刈

り
が
大
変
。
ま
た
、
奥
上
林
地
区
の
雪

の
多
さ
に
は
苦
戦
し
ま
し
た
。
想
定
外

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
経
験
す
る
こ

と
全
て
に
田
舎
暮
ら
し
の
面
白
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
農
業
を
し
た
り
、
庭
に

池
を
掘
っ
た
り
し
て
、
自
分
で
作
る
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
担
い
手
に

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
。
二
王
門

参
道
の
ご
み
拾
い
な
ど
清
掃
活
動
に
率

先
し
て
参
加
さ
れ
ま
す
。
上
林
川
支
流

の
山
内
川
は
、
水
が
き
れ
い
で
初
夏
に

飛
び
交
う
ホ
タ
ル
が
魅
力
。
あ
や
べ
山

の
家
近
く
で
は
、
地
域
住
民
が
主
催
す

る
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
が
開
か
れ
ま
す
。

あ
や
べ
温
泉
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
里
山
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
に
は
、
地
域
外
か
ら

も
人
が
訪
れ
る
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
。
来

年
開
催
さ
れ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
大
会

に
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る
と
嬉
し
い

で
す
。
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の

一
端
を
私
も
担
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

奥
上
林
地
区

「春はサクラが見事。四季折々の自然の美しさ
を体感できます」と武田さん

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

≪個別接種≫
接種可能医療機関
綾部市立病院、綾部ルネス病院、京都協
立病院、あやべ協立診療所、米谷外科整
形外科、志賀整形外科クリニック、白波
瀬医院、畑内科医院、安村外科内科診療
所、柳川整形外科医院、山下整形外科医
院、由良産婦人科小児科医院、横山医院

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
９
月
末
現
在
の
内
容
で
す
）

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
追
加
接
種
を
開
始

　市
は
、
現
在
の
感
染
の
主
流
と
な
っ

て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
従
来
株
に
対

応
す
る
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

し
ま
す
。
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

は
、
初
回
（
１
・
２
回
）
の
接
種
を
完

了
し
た
12
歳
以
上
の
市
民
。
費
用
は
無

料
で
す
。
前
回
の
接
種
か
ら
５
カ
月
経

過
後
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、
国

は
現
在
、
接
種
の
間
隔
を
短
縮
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　接
種
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
集
団
接
種

と
個
別
接
種
で
実
施
。
日
程
は
左
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
と
接
種
券
付
予
診
票
は
順
次
送
付

　市
は
順
次
、
案
内
と
接
種
券
付
予
診

票
（
以
下
、接
種
券
）
を
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
追
加
接
種
券
を
送
付
済
み

の
人
に
は
案
内
を
、
新
た
な
接
種
券
の

送
付
が
必
要
な
人
に
は
、
案
内
と
接
種

券
を
送
付
し
ま
す
。案
内
だ
け
が
届
き
、

接
種
券
が
手
元
に
な
い
人
は
、
再
発
行

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
０
２
０
ま
で
。

武田 善行さん
（睦寄町）

今月の手話

秋

両手の手のひらを自分の方へ
向け、手前に２回引く（前方
から涼しい風が吹いてくる様
子）

両手の甲を上にして左右順に
少し前に出す（モミジの葉の
様子）

モミジ

＜問い合わせ＞ 
 資料館（月曜日休館） ☎(43)1366  F(43)2134

陣屋は今でいうと？
①病院　②役所　③消防署

●山家城址公園山家陣屋跡の高石垣
　　　　　　　　約150年前の姿現す●

【解答】②役所

もり

とも

Question

≪集団接種≫
会場：あやべ・日東精工アリーナ
 　　 （市民センター、西町三丁目）

※各医療機関では予約できません。直接の問い合
　わせはご遠慮ください。

※変更する場合がありますので、最新の情報は市のホーム
　ページを確認してください。

  実施日・時間帯
10月29日(土)午後
11月12日(土)午後
 〃　19日(土)午後

 〃　20日(日)
　　　 午前・午後

 〃　23日(水・祝)
　　　 午前・午後

 〃　27日(日)
　　　 午前・午後
12月 ３日(土)午後

  実施日・時間帯

12月４日(日)
　　　午前・午後
〃　10日(土)午後

〃　11日(日)
　　　午前・午後
〃　17日(土)午後

〃　18日(日)
　　　午前・午後

〃　24日(土)午後

〃　25日(日)
　　　午前・午後

ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
部
落
差
別

　市
教
育
委
員
会
は
９
月
30
日
、
中
央

公
民
館
で
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　大
阪
市
住
吉
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
藤

本
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、

部
落
問
題
は
「
部
落
に
生
ま
れ
、育
ち
、

住
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
地
縁
・
血
縁

関
係
を
部
落
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

と
見
な
さ
れ
た
人
へ
の
差
別
」と
解
説
。

ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
部
落
と

は
全
く
違
う
地
域
を
部
落
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
動
画
が
多
い
。
部
落
出
身
で

な
く
て
も
、
部
落
差
別
に
遭
う
可
能
性

も
あ
る
」
と
不
確
か
な
情
報
や
誤
っ
た

情
報
が
広
が
っ
て
い
る
部
落
差
別
の
現

状
を
指
摘
し
ま
し
た
。

差
別
す
る
側
に
な
ら
な
い
た
め
に

　藤
本
さ
ん
は
▽
あ
い
ま
い
な
情
報
に

惑
わ
さ
れ
な
い
▽
差
別
に
気
付
け
る
よ

う
知
識
を
身
に
付
け
る
▽「
み
ん
な

違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
こ
と
を
た
く
さ

ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
理
解
す
る―

な
ど
、
学
ぶ
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
で

差
別
は
無
く
な
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
最

後
に
「
人
権
と
は
、
自
分
を
含
め
て
大

切
な
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
難
し
く

考
え
ず
に
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
人

を
ど
う
大
切
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
か

ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑥
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
部
落
差
別
と
わ
た
し
〜
住
吉
に
生
ま
れ
て
〜
」

住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
職
員
　藤
本
真
帆
さ
ん

　山家陣屋跡は、山家藩
１万６千石の中心地でし
た。初代藩主となる谷衛
友は、豊臣秀吉から山家
などの領地を与えられ、谷
家は江戸時代を通して山
家を治めました。

　市は国史跡指定を目指し、平成30年度から山家城
址周辺史跡調査等を行っています。今年度、調査の
一環として山家陣屋跡高石垣の測量を開始するため
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る
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

し
ま
す
。
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者

は
、
初
回
（
１
・
２
回
）
の
接
種
を
完

了
し
た
12
歳
以
上
の
市
民
。
費
用
は
無

料
で
す
。
前
回
の
接
種
か
ら
５
カ
月
経

過
後
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、
国

は
現
在
、
接
種
の
間
隔
を
短
縮
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　接
種
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
集
団
接
種

と
個
別
接
種
で
実
施
。
日
程
は
左
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
と
接
種
券
付
予
診
票
は
順
次
送
付

　市
は
順
次
、
案
内
と
接
種
券
付
予
診

票
（
以
下
、接
種
券
）
を
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
追
加
接
種
券
を
送
付
済
み

の
人
に
は
案
内
を
、
新
た
な
接
種
券
の

送
付
が
必
要
な
人
に
は
、
案
内
と
接
種

券
を
送
付
し
ま
す
。案
内
だ
け
が
届
き
、

接
種
券
が
手
元
に
な
い
人
は
、
再
発
行

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
０
２
０
ま
で
。

武田 善行さん
（睦寄町）

今月の手話

秋

両手の手のひらを自分の方へ
向け、手前に２回引く（前方
から涼しい風が吹いてくる様
子）

両手の甲を上にして左右順に
少し前に出す（モミジの葉の
様子）

モミジ

＜問い合わせ＞ 
 資料館（月曜日休館） ☎(43)1366  F(43)2134

陣屋は今でいうと？
①病院　②役所　③消防署

●山家城址公園山家陣屋跡の高石垣
　　　　　　　　約150年前の姿現す●

【解答】②役所

もり

とも

Question

≪集団接種≫
会場：あやべ・日東精工アリーナ
 　　 （市民センター、西町三丁目）

※各医療機関では予約できません。直接の問い合
　わせはご遠慮ください。

※変更する場合がありますので、最新の情報は市のホーム
　ページを確認してください。

  実施日・時間帯
10月29日(土)午後
11月12日(土)午後
 〃　19日(土)午後

 〃　20日(日)
　　　 午前・午後

 〃　23日(水・祝)
　　　 午前・午後

 〃　27日(日)
　　　 午前・午後
12月 ３日(土)午後

  実施日・時間帯

12月４日(日)
　　　午前・午後
〃　10日(土)午後

〃　11日(日)
　　　午前・午後
〃　17日(土)午後

〃　18日(日)
　　　午前・午後

〃　24日(土)午後

〃　25日(日)
　　　午前・午後

ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
部
落
差
別

　市
教
育
委
員
会
は
９
月
30
日
、
中
央

公
民
館
で
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　大
阪
市
住
吉
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
藤

本
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、

部
落
問
題
は
「
部
落
に
生
ま
れ
、育
ち
、

住
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
地
縁
・
血
縁

関
係
を
部
落
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

と
見
な
さ
れ
た
人
へ
の
差
別
」と
解
説
。

ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
部
落
と

は
全
く
違
う
地
域
を
部
落
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
動
画
が
多
い
。
部
落
出
身
で

な
く
て
も
、
部
落
差
別
に
遭
う
可
能
性

も
あ
る
」
と
不
確
か
な
情
報
や
誤
っ
た

情
報
が
広
が
っ
て
い
る
部
落
差
別
の
現

状
を
指
摘
し
ま
し
た
。

差
別
す
る
側
に
な
ら
な
い
た
め
に

　藤
本
さ
ん
は
▽
あ
い
ま
い
な
情
報
に

惑
わ
さ
れ
な
い
▽
差
別
に
気
付
け
る
よ

う
知
識
を
身
に
付
け
る
▽「
み
ん
な

違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
こ
と
を
た
く
さ

ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
理
解
す
る―

な
ど
、
学
ぶ
こ
と
、
行
動
す
る
こ
と
で

差
別
は
無
く
な
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
最

後
に
「
人
権
と
は
、
自
分
を
含
め
て
大

切
な
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
難
し
く

考
え
ず
に
、
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
人

を
ど
う
大
切
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
か

ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑥
第
２
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
部
落
差
別
と
わ
た
し
〜
住
吉
に
生
ま
れ
て
〜
」

住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
職
員
　藤
本
真
帆
さ
ん


